
福島市の指定有形文化財・花の写真館（旧日本電気計器検定所福島試験
所・1922）が、日本建築防災協会の耐震改修優秀建築賞を受賞しました。

同館は、東日本大震災で大きな被害を受け、都市計画道路に当たっているこ
ともあり一時は解体除却やむなしの空気だったのですが、建築学会のドクター
診断にて文化的価値評価とともに補修方針の提案がなされ、一転保全の方針
に覆りました。

耐震改修工事完成間近の昨年２月１３日に福島県沖地震に見舞われました
が、軽微な損傷はあったものの修復が終わり現在は無事開館中です。

以前にもご紹介していますが、同施設は旧逓信省が東北、北海道、樺太地域
の管轄を目的に東京、大阪に次ぐ全国3番目の福島試験所として、1922年（大
正11年・関東大震災の前年）に建設されました。
建築基準法以前の建築物としても貴重な建造物です。

「花の写真館」となった経緯は、花見山を「桃源郷」として有名にした写真家の
秋山庄太郎が写真展示施設を物色する中で「よし、ここにしよう」と一目見て気
に入ったといいます。

二度の大震災を乗り越えた地域の価値ある歴史的建造物に、もう一つ勲章が
増えたことは喜ばしい限りです。
関係者の皆様、改めておめでとうございます。
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